
 検査合格証
本機は下記の検査項目に合格しております。

（１）使用上有害で大きな、きず・ひずみ・ひび等のないこと。

（２）指定通りの塗装色であり、有害な塗装欠陥のないこと。

（３）溶接面に目視できる有害な溶接欠陥のないこと。

（４）オイル量が足りていること。

（５）エア噛みがないこと。

（６）昇降動作に異常が無いこと。

（７）最大積載荷重を負荷して最高位から最低位まで昇降させた後、荷重を取り除き各部の異常がないこと。 ハンドリフター
（８）最大積載質量をテーブル面に負荷し、最高高さまで上昇させて１５分間放置した時の降下量が揚程の ＨＬＦＭシリーズ
　　　２％以内であること。 この度は、ハンドリフターをお買い上げ頂きましてありがとうございます。
（９）最大積載質量をテーブル面に負荷し、レリーズハンドルをストッパーが当たるまで回しても急降下 本機を安全に・能率よくご使用頂く為に、必ずこの取扱説明書を最後までお読み下さい。
　　　しないこと。

（１０）無負荷で、レリーズハンドルをストッパーが当たるまで回した際、途中で止まらず、

　　　　下限まで下がること。

（１１）油漏れがないこと。

（１２）製造番号等ラベルが所定の位置に貼り付けられていること。

    品質保証書
お買上げ日より1年以内に正常な状態で使用して故障し、弊社がその欠陥を認めた場合には無償修理致します。

お買上げ年月日　　　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日　　　　　　 　　　　　　　   

型　　　　　番　　　　　　□　HLFM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　

ご住所

お客様 お名前   

様
住所

販売店 店名 印

TEL (1)本品は屋内専用です。屋外では、使用しないで下さい。
 《無料修理規定》 (2)最大積載荷重以上は、乗せないで下さい。
1.取扱説明書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買上げ販売店が無料修理致します。 (3)テーブル面より荷物がはみ出さないようにして下さい
2.保障期間内に故障して無料修理をお受けになる場合には、お買上げ販売店にご依頼下さい。 (4)積み荷は、片荷や集中荷重にならないよう、均等に荷積して下さい。
 尚、離島及び遠隔地へ出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。   (テーブル面のほぼ中央2/3以上を覆う事とする。)
3.ご贈答品等でお買上げ販売店に修理依頼が出来ない場合には、本書に記載されている本社もしくは (5)荷物の積み下ろし時には、キャスターストッパーのペダルを踏んで、
 各営業所、サービスセンターにお問い合わせ下さい。    本機を固定してからご使用下さい。(駐車時も必ずストッパーを掛けて下さい。)
 4.保障期間内でも次の場合には、有料修理になります。 (6)傾斜地でのご使用は、非常に危険ですのでおやめ下さい。
 (イ)使用上での誤り、及び不当な修理や改造による故障、及び損傷。 (7)移動は必ずキャスターストッパーを解除し、テーブルを下限まで下げてから行って下さい。
 (ロ)組立、取付不備による故障、及び損傷。 (8)本機の可動、上昇部分は危険ですから、絶対に手足を入れないよう充分御注意下さい。
 (ハ)お買上げ後の場所移動、落下等による故障、及び損傷。 (9)荷物の急降下を避ける為に、レリーズハンドルはゆっくり回して下さい。
 (ニ)火災・地震・水難・落雷その他天災地変・公害による故障、及び損傷。 (10)テーブル上面には、絶対に人を乗せないで下さい。
 (ホ)本書の提示がない場合。 (11)メンテナンス時には、荷物を載せていない状態にしてストッパーを
5.日本国以外で使用された場合、全てに責任を負えません。 　　設置して下さい。角材などをローラーに当てて、レリーズハンドル
※この保証書は、本書に明示された期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書 　　を締めてテーブルが下降しないようにして下さい。角材などは、
によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保障期間経過後の修理等ご不明な場合は、 　　シャーシにシャコ万力で固定して下さい。ストッパーを設置して
お買上げ販売店または本書に記載の本社もしくは各営業所、サービスセンターにお問い合わせ下さい。 　　いないとテーブルが下降し死亡災害の恐れがあります。

(12)テーブルの四隅の高さの差はテーブル長さの1％以内です。
　　水平ではありません。
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■ 各部の名称
●取扱説明書は大切に保管し、よく活用

●取扱説明書は最終ユーザーに必ずお渡

●取扱説明書や警告ラベルを破損・紛失

●取扱説明書で使用方法に不明な点や疑問

下さい。

！

注

　
意

して下さい。

し下さい。

　した場合はただちに購入店に注文して
下さい。

点がある場合は、購入店にお問い合わせ
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■ 使用時の注意事項

メンテナンス時
ストッパー

シャコ万力

ストッパー（角材）

シャーシ

ローラー

警
告

本機の運行を行う時は、テー
ブルを最低高さにすること。

テーブルに乗ったり、足を掛
けたりしないこと。

リフト内に手足や物を絶対に
入れないで下さい。

メンテナンス時にストッパー
を設置しないとテーブルが下
降し死亡災害の恐れがあります。



■　操作方法 〇オイルのにじみ・自然降下について
●テーブルの上昇 油圧式のリフターの場合、圧力のかかるポンプやシリンダーの摺動部に微量のオイルのにじみが
(1)レリーズハンドルを締め(時計回り)フットペダルを踏むと上昇します。 生じます。パッキンの摩耗やダストの混入によってもシール効果が弱まり、自然降下やオイル漏れが
(2)テーブルが上昇しない場合、又はゆっくり降りる時はレリーズハンドル 発生します。微量のにじみは落下防止対策をしてウエス等でふきとり、ひどいオイル漏れの場合には
   を一杯弛め(反時計回り)ペダルを数回早く踏んで下さい。 シリンダーやポンプを新品に取り換えて下さい。(※JISでのテーブルの降下量は、最大積載質量を負荷して
●テーブルの下降 15分間放置した時、揚程の2％以下でなければならないとしています。)
(1)レリーズハンドルを弛める(反時計回り)とテーブルは下降します。

   回し加減で下降スピードの調整が出来ます。 〇簡単な修理の方法
●下降スピード調整要領 A.ポンプを漕いでも上昇しない時
(1)荷物積載時の急降下を防止する為にストッパーが付いています。下降スピードが早過ぎる又は レリーズハンドルを“DOWN”の方向にいっぱい回し
   遅過ぎる場合には、ストッパーの位置を調整して下さい。 ポンプペダルを手で数回出来るだけ早く漕いで
●スプリングバック機構について 下さい。(早く空漕ぎする。)
但し完全にレリーズを締めきれない事もありますので、確認の上、手で増し締めして下さい。

■   点検・手入れ B.Aの操作を行っても故障が直らない時

(1)点検は必ず無負荷の状態にしてから、安全に充分注意して行って下さい。 (ポンプペダルを漕ぐたびにテーブルが上昇したり
(2)本機を移動させてみて、車輪の摩耗や異常はないか確認して下さい。 下降したりする場合)
(3)キャスターのストッパーを踏んで作動を確認して下さい。 1.テーブルを最低位まで下げて下さい。
(4)レリーズハンドルを時計方向に一杯回して、ペダルを踏んでみて、   ポンプの下にウエス等を敷いて下さい
   テーブルがスムーズに上昇する事を確認して下さい。 2.高圧ホースを外す。(Aのナットをスパナで固定し
(5)レリーズハンドルを反時計方向に、ゆっくり回してテーブルがスムーズに下降  Bのナットをゆるめると外れます。)
   する事を確認して下さい。 3.継手を取り外す。
(6)その他ネジの締め付け箇所がゆるんでいないか、確認して下さい。 4.ポンプペダルを手で2～3回早く漕ぐとスプリング
(7)可動部分で異音や動作不良箇所はないか確認して下さい。 　とスチールボールが排出され、その際オイルと一緒に
(8)回転部分には、半年に一回程度、ハケ等でグリース等を塗布して下さい。 　ゴミ等の異物も出てきます。紙コップ等で受けて下さい
(9)異常箇所が発見されましたら、購入店に御連絡下さい。 5.再度、スチールボール・スプリングの順に入れ継手
(10)ポンプオイルの漏れがないか確認して下さい。補給する場合は、ゴムプラグ 　を締めて高圧ホースを継いで下さい。ホースがねじ
(パーツリストNO13)を抜いて、プラグ穴の高さまで入れて下さい。 　れないよう注意して下さい。(注意：スプリングは

　テーパーになっています。小さいほうがスチール
※タービン油・・・ISO VG 22(TO-SP22-N) (ブレーキオイルは厳禁) 　ボール側です。)

6.ポンプペダルを漕いでテーブルを上限まで上げてみ

■   パーツリスト 　て下さい。途中までしか上がらない場合はオイル

　不足です。一旦、テーブルを最低位まで下げてから
　タンクのゴムプラグを抜き、タービン油(ISO-VG22)を
　給油口まで補給して下さい。

C.シリンダー内に空気が入りテーブルがふわふわしている時
ポンプ漕いでテーブルを最高位まで上昇させて下さい。
その後、レリーズハンドルを回しテーブルを最低位まで 下げれば直ります。

D.ポンプを漕いでも1回でテーブルが上昇する量が規定より少ない時
ポンプに空気が入っていますので、オイルタンク側を50mmほど持ち上げて数度ポンプを漕いで下さい。
その後レリーズハンドルを回し、テーブルを最低位まで下げれば直ります。

■   仕様
品　 番 均等荷重 テーブル寸法テーブル高さ 足踏み回数 質　量

（Kg) 幅×長さ(mm) (mm) (回） 前輪 後輪 （Kg)

HLFM-S150 100 460×740 260～740 22 100（ゴム） 100（ゴム） 30

注意：型式によって部品が異なりますので HLFM-S250 200 540×840 290～830 36 100（ゴム） 100（ゴム） 55

      型式・品名・数量をご確認の上、
      販売店にご注文下さい。
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アームＡｓｓｙ

アームローラー

六角ボルト

シリンダーＡｓｓｙ

高圧ホース

シャーシＡｓｓｙ
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ペダル


